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特集：『後でやろう』が
　　　会社の成長を止める！？
　　　「バックオフィスを整える
　　　  経営」のススメ

i SHARE
「振り回されるIT」から「武器として活用するIT」へ

インフィニティ：実は法人向けのOneDriveって1人5TBまで利用できる！？
インプルーブ：Zoho CRMの面白い機能を紹介
技術特集：国産AI検索エンジンとして話題のFelo（フェロー）



　気温の不安定さから春を実感できず、もう6月が近づいてきました。皆さん、ゴールデンウィークはしっ
かりお休みできましたか？前号でもお話ししましたが、新しい仲間が2月1日から1名、4月1日から2名増え
ましたので、ご紹介します。既にサポートの電話でお話しいただけた方もいらっしゃるかと思います。新
人なので何かと至らない点があるかもしれませんが、しっかりとお客様のサポートができるように鍛えて
いきますので、末永くよろしくお願いします！

代 表 挨 拶
Greeting

株式会社インフィニティ/インプルーブ
代表取締役社長 大畑祐貴

新 入 社 員 研 修 で
ビ ジ ネ ス ス キ ル を
徹 底 的 に 教 え る ！

2月1日入社
平野大地（ひらのだいち）
周波数：ブレイズ
プロファイル：サポーター

4月1日入社
武田涼希（たけだりょうき）
周波数：ブレイズ
プロファイル：スター

4月1日入社
成田柚佳（なりたゆうか）
周波数：テンポ
プロファイル：アキュムレーター

今回新しい試みとして、新人研修のやり方を変えました。今までは「会社のこと」「業務のこと」を教え、
なるべく早く現場で仕事ができるような内容を心掛けていました。でも、基礎が安定していない中で、う
わべの実務だけを覚えても、目的を理解できるまでに時間がかかるから、応用が効くまでに数年かかって
しまう。それぞれが思い悩み、同じようなカベにぶつかることが多いのではないか？そこで、今回は、
　
　・代表と会社の想い / ミッション / バリューとその背景を伝える
　・ビジネス自体の捉え方 / 考え方を伝える
　・目的思考とビジネススキルを徹底的に教える
　・自分と仲間のタイプ（タレントダイナミクスプロファイル）を理解し、活用できるようにする
　・今の自分達に求められていることを理解してもらう
　・ゲームと質問を通して、自ら考え、自ら発言する場を創る

という研修を数回に分けて行いました。内容のクオリティはさておき、参加したスタッフからは、「前職で
は教わらなかったことがたくさんあって、考え方が変わった」「いかに目の前の仕事だけをしてきていたの
かを思い知った」「チームとしてパフォーマンスを出すことを第一目標にして頑張る」などの感想でした。
いかに、ビジネススキルを会社として教える機会がなく、個人が習得するか、先輩から個別に教わるかし
かないということを私自身も実感した経験でした。最近、また出張を含めて皆さんの会社にお伺いする機
会が増えているので、新人やスタッフにどのようなことを実践しているか、また教えてください！

※一般社団法人日本適性力学協会より、
「才能経営推進法人」に選ばれました！

才能経営®︎を法人内で実践し、人的資本経営に
関する有益な取り組みを推進する企業・団体
として、従業員や求職者をはじめ、
取引先や金融機関などから信頼される証です。



特集：後でやろうが会社の成長を止める!?「バックオフィスを整える経営」のススメ
Special Feature

　今回の特集は「バックオフィス」がテーマ。4月に実施した協同ウェビナーから情報をお届けしたいと思
います。ウェビナーを開催したのは、4月23日（水）。講師をしてくれたのは、合同会社はやなる 代表の
松井 美憂（まつい みゆ）さんです。松井さんに出会ったキッカケは、2025年1月に名古屋商工会議所主催
のPit-NagoyaのIT相談会でした。私がZoho に興味がある方向けの相談員として参加していたのですが、
業務改善ツールの情報収集のためにいらしていたのが松井さんでした。

経歴を聞いてみると、かなり面白い。
　・大手自動車会社の役員秘書としてスタート
　・全社業務改善プロジェクトで社長賞を受賞
　・個人事業主として独立し、一時期はUberEatsの配達員をやっていたことも
　・自身が経験したバックオフィスの改善をメインサービスとして法人を設立

昨今、経営の仕組み化が徐々に浸透してきて、業務改善のサービスが増えていますが、メソッドだけでは
実際の現場の改善は難しいのが現状です。

松井さんのサービスの面白い点は、
 「大企業を経験」
　「個人事業主を経験」
　「法人を経験」
　「業務改善プロジェクトを通して様々な中小企業を経験」
と幅広くカバーしながら、実際に現場に入って改善を進めていくところ。

私自身も7年前に事業承継した際に、一番初めに手掛けたのがバックオフィス（事務関連）の最適化です。
経営に携わりながらも、実務と事務関連も手掛けていたので、とにかく時間を作るために定型業務を簡素
化したい。その時必死でやったこともあり、かなり改善され、時間短縮されたのですが、その後はそのま
ま。定期的な改善はしていない。なぜなら、「後回し」になっているからです。

①売上に「直接」貢献しないから　
　→　目に見える数字としては表れにくいため、重要性が後回しになりがち
②数字に見えづらいから
　→　業務改善の効果は定量化が難しく、評価しにくい面がある
③「なんとかなってるように見える」から
　→ 現状維持に甘んじ、問題の根本に気づかずにいる場合が多い。

実際、後回しにしている結果として「得られるはずの売上」を逃してしまっている会社も多いのではない
でしょうか。特になんとかなっているように見えるのはやっかいです。優秀な事務スタッフがなんとかし
てくれている。

弊社の事務担当者 2名は優秀で、日々たくさんのことを支えてくれているんですが、もしそのスタッフが
辞めたり、長期で休まなきゃいけなくなったら？そんな不安がずっと頭にありました。だから今回、自分
のためにも「バックオフィスを整える」ヒントを学びたいと思い、バックオフィス改善のプロである松井
美憂さんにお願いして、ウェビナーを開催したのが、ウェビナー開催の背景です。
 
バックオフィスは、すべての会社にある『土台』。
バックオフィスが整えば、売上/生産性も、経営の安心感も劇的に変わります。

ということで、次ページから、実際に実施したウェビナーの内容をご紹介します！



特集：後でやろうが会社の成長を止める!?「バックオフィスを整える経営」のススメ
Special Feature

そもそもバックオフィスとはなんなのか？売上を上げるための営業（フロント業務）ばかり目がいくが、
企業を下から支えている業務は、ほぼバックオフィス。フロント＆バックの両輪がしっかり回ってこそ、
企業は成長していけます。また、AIによる自動化が注目されていますが、ある程度仕組みが整っていない
と自動化をすることはできません。特に中小企業はイレギュラーな業務が多く、顧客ごとに違う対応や人
によってやり方が変わる属人化が多い。更に、どのような業務が行われているのかの全体像を把握し、俯
瞰して整える人材が少ないのです。だからこそ、まずは業務の棚卸しとマニュアル化を行いながら、整え
ることを優先するのが、企業成長の近道になります。



特集：後でやろうが会社の成長を止める!?「バックオフィスを整える経営」のススメ
Special Feature

　70スライド以上あるので、一部のご紹介しかできませんでしたが、
バックオフィスの大切さ、少しは伝わりますでしょうか？
ウェビナーでは具体的な事例も交えて話して下さっています。
もっと詳しく知りたいと思ったアナタ、
右のQRコードから見逃し配信を是非ご覧ください！



インフィニティ：実は法人向けのOneDriveって1人5TBまで利用できる！？
About INFINITY

　皆さんはMicrosoft 365 を利用していますか？365でも便利な機能が個人向けのストレージ：OneDrive。
OneDriveは、1ユーザーあたり1TBの容量が利用できます。1TBでもかなり容量多いですよね。一時期は
OneDriveが無制限の容量を利用できるようになると話題になったのですが、海外のユーザーが解禁日に一
気に大量のデータをアップしたことで、元通りになってしまった事件がありました。
　
このOneDrive、実は簡単に「1ユーザー5TBまで追加費用なしで拡張できる」設定、知っていましたか？
今回は意外と知られていないこの裏技をご紹介します。

【5TBまで拡張する 必須条件】
　・Microsoft 365 有料サブスクリプションの契約
　・テナントに5人以上の契約があること

【5TBまで拡張する方法】
①Microsoft 365 に管理者としてサインイン
②管理センターにログイン
③管理センター下部のSharePointをクリック
④ShrePoint管理センターの設定から
　「OneDrive ストレージ上限」をクリック
⑤規定のストレージ上限を「5120」に設定

上記の設定を行うことで、既定のストレージ上限が「5TB」に
変更になります。管理者画面の各ユーザー詳細から確認可能。

え？5TB以上欲しい場合はどうしたらいいかって？
そんな欲張りなあなたに朗報です。

・既定が5TB以上になっている
・90%以上利用しているユーザーが1名以上いる
上記の条件でMicrosoftサポートに上限拡張依頼を行うと、
25TBまで拡張してもらえるようです。
個人データで25TBまで利用できるとなると、
一生分のデータを格納できそうですね！

意外と知られていない（私も最初知りませんでした。。。）機能を今回はご紹介しました。
今利用しているツールを最大限活用することで、生産性を上げていく。
ITに振り回されるよりも、武器としてITを活用する組織になっていきましょう！



　Zoho（ゾーホー）CRM（Customer Relationship Management）は毎月のように新しい機能が追加され
ています。その中で面白い機能を2つご紹介します。

①Zoho CRM：ICR（インテリジェント文字認識）
　Zohoには独自のAI機能：Zia（ジア）が搭載されています。残念ながら日本語は少し弱いのですが、　
　2025年度中に日本語もある程度対応できるように開発側が頑張っているようです。
　Ziaには画像認証機能があり、画像から新たなレコードを作成したり、既存のレコードを補完/更新した
　りすることができます。Ziaを事前学習するだけで、画像から文字を抽出できるようになります。画像を
　アップロードし、レコードとして保存できるようになります。

インプルーブ：Zoho CRMの面白い機能を紹介
About improve

管理者だけが触れる仕組みではなく、利用者が触れる仕組みに徐々にZohoも変わってきています。
これは世の中の流れが速くなっているから。現場が必要な時にスグ利用できる環境を用意することが、
ビジネスの成長に繋がります。

さて、AIが仕組みに組み込まれるようになって、様々な機能の手間が省かれつつあります。
必要なのは、全体像を知り、目的のために、どのような道具を使って目標を達成するかを考えるスキル。
Zoho も一つのツールです。Microsoft 365 も Google WorkSpace も、Salesforceも、キントーンも最大限
使いこなしていくコトで成果を得ることができます。私達はなるべくITツールを単に販売するのではな
く、ITを道具として活用できるお手伝いをしていきたいと思っています。

5月には名古屋で開催される展示会にZoho パートナーとして協力し、6月にはZohoイベントのセミナーに
登壇してお話しさせていただきます。機会が合えば是非、その時にお会いしましょう！

　データを入力するのは意外と地味で大変。それが画像から入力できるのは非常に魅力的な機能です！

②Zoho CRM：自然言語プロンプトを使ってタブを作成
　Zoho CRMはカスタマイズが柔軟にできます。エクセルのタブのように、機能をタブとして追加できる
　のですが、今までは画面に入力項目をドラッグ＆ドロップで作成することが必要でした。もちろん、
　これでも簡単なのですが、機能追加によって、文章を入力するだけで、画面作成をしてくれる機能が
　付いたんです！これにより、ITに詳しくないユーザーでも、より簡単に仕組みづくりができるように
　なりました。　まだ英語対応のみですが、こちらも2025年度中に日本語対応を目指しているようです。



　皆さん、AI活用していますか？やはりAIは海外サービスが圧倒的に優位ですが、そんな中最近話題にな
っているのが、国産AI検索エンジンのFelo（フェロー）です。Feloは、Sparticle株式会社が開発したAI検
索エンジンです。2億4,500万以上の学術論文を含む膨大なデータベースから、最新の大規模言語モデル
（LLM）を用いて、質問の文脈に則した回答を生成できるツールとして注目を集めています。また、多言
語に対応しており、母国語で質問を入力すると検索結果を自動的に翻訳して出力します。そのため、日本
語のみで世界中の情報にアクセスできます。Feloは、研究者や学生、ビジネスパーソンなど、幅広いユー
ザーに適したAIツールなのです。

技術特集：国産AI検索エンジンとして話題のFelo（フェロー）
Technical Information

ChatGPTと違って、最新のWEB情報を元に情報を返してくれるので、AI検索エンジンなのです。回答の結
果になった「ソース」「関連画像」「関連動画」が右側に表示されるので、元情報の参照も安心して行えま
す。また、関連する質問事項が最後にまとまっているので、わざわざ入力しなくても周辺情報を検索しや
すくなっています。何よりも魅力的なのが、「マインドマップ」機能。ワンクリックで検索結果をマインド
マップにまとめてくれて、ダウンロードも可能になっています。

更に、機能に特化した「エージェント」機能に
より、翻訳や要約、スライド作成や企業情報検
索などが簡単に行うことができます。

この「エージェント」機能は自作もできて、
特定の情報ソースと組み合わせた自社用AI作成、
マルチステップ検索エ―ジェントという、質問
に基づいて複数の検索ステップを自動的に計画
して結果を表示できる機能を作成できます。

ここまでくるとAIアシスタント（秘書）機能まで
もう一歩というところまで実現できそうな段階
まで来ています。

AIは今後のビジネスにおいて、避けては通れない要素になってきます。その中でこのツールが優れている！
ではなく、用途に応じて使い分けていく柔軟性が求められています。是非、この国産AI検索エンジンの
Feloも試しに触ってみてはどうでしょうか？



株式会社インフィニティ
株式会社インプルーブ

代表取締役 大畑祐貴

〒460-0002
愛知県名古屋市中区丸の内3-17-29
丸の内iaビル 7F

052-228-0417

support@infinity-i.co.jp

https://www.infinity-i.co.jp

　メールにファイルを添付するとき、 zipファイルがよく使わ
れますが、解凍すると文字化けしてしまうことがあります。
Lhaplus（ラプラス）が多いですが、UTF-8という文字コード
に対応していないことが原因のようです。こんなとき、皆さん
が普段よくお使いのエクスプローラーでほとんど文字化けせず
に解凍できます。

　解凍するファイルを右クリック → プログラムから開く → 
　エクスプローラー →「常に開く」にチェック → 開く　

　しかし、パスワードをかけたり細かい設定ができませんの
で、Lhaplusや7-Zipなどのソフトが必要になります。
　そこでオススメなのが、クラウドサービスの利用。例えば、
今回「About INFINITY」でも取り上げている OneDrive。ファ
イルにアクセスできるリンクを発行して、メールで送るだけ。
メールボックスの容量を圧迫しませんし、参照のみやパスワー
ド付きにしたり、有効期限の指定も可能ですよ♪

X instagram Youtube Facebook

SNSのフォローも是非お願いします♪
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あとがき－Editor's Note

　5月に入り、散歩にはいい季節ですね。
桜の時期とは違った色どりの花と新緑の
コントラストがキレイで、スマホでいっ
ぱい写真を撮りながら歩いています。
代表挨拶にもありましたが、インフィニ
ティもフレッシュな3人を迎え、事務所内
が活気に溢れています。かく言う私はフ
レッシュさではかなわないトシですが、
初心だけは忘れないよう日々なんとかが
んばっています･･･。
　新入社員を迎えるこの時期は、アカウ
ント作成のご依頼がたくさんあります。
私も担当していますが、これから使用す
るユーザーさんのことを想像しながら作
成しています。お客さまごとに作成ルー
ルが異なるため、複数のスタッフでWチ
ェックをしてお渡ししています。どの職
種でもそうだと思いますが、ルールをい
かに伝え、いかに順守するかは、とても
難しいです。でも、それが属人化を防ぐ
ことになるんですね。
　これから新人さん達がどのように成長
して活躍してくれるか、楽しみです！
　　　　　　　　　　　編集：脇 真理子

Let’s
TRY

『脱・添付ファイル』をしよう！

　受け取る側もリンクにアクセスするだけ、ダウンロードも可
能。これなら安全かつ快適にファイル共有ができます！ちなみ
に、Zohoにも同様のアプリ、Workdrive があります。
脱・添付ファイル、してみませんか？


